
２０１６年４月２７日 

在リオデジャネイロ日本国総領事館 

 

リオ州の安全情報(2016年 17号) 

 

リオ市内ボタフォゴ地区で発砲事件が発生 

 

 ４月２５日（月）朝、リオ市ボタフォゴ地区において、自転車を強盗した少年が何者

かによって銃撃を受け、病院に搬送される事件が発生しました。 

 

１ 発生日時 

  ４月２５日（月）朝（時間は不明） 

２ 発生場所 

  リオ市ボタフォゴ地区 Viaduto Santiago Dantas（ボタフォゴ湾から Rua Pinheiro 

Machadoに抜ける高架橋）付近 

  ※日本企業が多数入居するアルゼンチンビル直近 

３ 発生状況 

  目撃者によれば、二人の少年が自転車強盗を敢行し、逃走しようとしたところ、自

転車を漕いでいた方の少年が何者かによって銃撃を受け、その場に倒れた。もう一人

の少年は徒歩でそのまま逃走した。撃たれた少年は駆けつけた救急隊員によって救助

され、同地区の市立病院に搬送された。 

第二州軍警察によれば、犯人は不明で、強盗現場をたまたま通過したバイクに乗車

していた者が発砲したものとみて捜査をしている。 

 

４ 留意事項 

（１） 常に周囲に気を配り、危険を感じたら安全を確保する退避行動を取りましょう。 

（２） 銃声を聞いた場合は可能な限り低い姿勢を取り、不用意に動かないようにしま

しょう。 

（３） 万が一強盗に遭ってしまった場合は、決して抵抗せず、素直に相手の要求に応

じて下さい。 


